
1

信州消防　No.605　令和 2年度（2020・6月）No.2

　

向
暑
の
候
、
皆
様
に
は
益
々

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
県
下

3
万
4
千
有
余
名
の
消
防
団
員

の
皆
様
に
は
、
各
地
で
ご
活
躍
の

こ
と
と
ご
推
察
し
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
6
月
10
日
の
理
事
会

に
お
い
て
、
公
益
財
団
法
人
長
野

県
消
防
協
会
会
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
武
井
で
す
。就
任
に
あ
た

り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
諸
先
輩

方
が
築
き
上
げ
て
き
た
、
歴
史
と

伝
統
を
誇
る
長
野
県
消
防
協
会

長
の
大
役
を
考
え
た
時
、
責
任
の

重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
責
を

全
う
す
べ
く
副
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
役
員
の
皆
様
、
事
務
局
の

ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
全
力
で

こ
の
職
を
全
う
し
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
、
10
月
12
日
の
令
和
元
年

東
日
本
台
風
の
接
近
、
通
過
に
伴

い
東
日
本
の
広
範
囲
に
わ
た
り

大
雨
、
暴
風
、
高
波
で
甚
大
な
被

害
と
な
り
ま
し
た
。特
に
雨
量
に

つ
い
て
は
関
東
甲
信
地
方
、
東
北

地
方
の
多
く
の
地
点
で
降
水
量

の
観
測
史
上
例
を
見
な
い
記
録

的
な
豪
雨
と
な
り
、
そ
の
影
響
で

人
的
被
害
、
河
川
の
氾
濫
、
土
砂

災
害
、
住
宅
の
浸
水
被
害
、
道
路

の
寸
断
な
ど
に
よ
り
住
民
の
生

活
に
大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。

　

長
野
県
に
お
い
て
も
全
県
に

わ
た
り
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。人
的
被
害
に
お
い
て
は
県
内

で
5
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た

こ
と
に
対
し
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
は
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
一
日
も

早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
台
風
に
お
い
て
全
県
各

地
の
消
防
団
員
の
皆
様
に
お
い

て
は
、
県
民
の
皆
様
の
安
全
確
保

の
た
め
に
活
動
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
て
深
く
感
謝
と
敬
意
を
表

し
ま
す
。被
災
し
な
が
ら
も
住
民

の
生
命
を
守
る
た
め
救
助
、
避
難

誘
導
、
警
戒
活
動
を
し
て
頂
い
た

団
員
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上

げ
る
と
共
に
早
期
復
興
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
内
の
災
害
復
興
が
徐
々
に

進
ん
で
い
る
中
、
春
を
迎
え
た
と

同
時
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
拡
大
に
よ
っ
て
全
世
界
が
外

出
自
粛
や
密
閉
、
密
集
、
密
接
の

3
密
を
避
け
感
染
拡
大
防
止
に

努
め
て
い
ま
す
。消
防
団
活
動
に

お
い
て
も
、
規
律
訓
練
、
操
法
訓

練
、
水
防
訓
練
、
地
震
対
策
等
あ

ら
ゆ
る
会
議
等
が
中
止
や
延
期

と
な
る
中
、
中
信
地
方
を
中
心
に

広
い
範
囲
で
地
震
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
ま
た
、
5
月
の
台
風
1

号
の
動
き
を
見
ま
す
と
九
州
地

方
に
大
雨
を
降
ら
せ
て
そ
の
後
、

東
海
、
関
東
に
沿
っ
て
北
上
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
動
向
は
ど
こ
で
災

害
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
で
す
。平
成
25
年
12
月
に
施

行
さ
れ
た「
消
防
団
を
中
核
と
し

た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に

関
す
る
法
律
」に
基
づ
い
て
消
防

団
が
中
核
と
な
り
地
域
の
皆
さ

ん
の
総
力
を
結
集
し
て
防
災
力

を
充
実
強
化
す
る
、
こ
の
趣
旨
に

鑑
み
、
長
野
県
消
防
協
会
と
し
ま

し
て
安
心
安
全
な
郷
土
を
作
る

た
め
消
防
団
活
動
が
よ
り
安
全

で
確
実
な
も
の
と
な
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
総
務
省
消
防
庁
及
び

日
本
消
防
協
会
主
催
に
よ
る
第

27
回
全
国
消
防
操
法
大
会
、
第
62

回
長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
、
第
29
回
長
野
県
消
防
ラ
ッ
パ

吹
奏
大
会
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
規
律
や
士
気
の
高
揚
、
技
術

の
向
上
に
と
目
標
を
持
っ
て
毎

年
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
大
会

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
っ
て

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
非

常
に
残
念
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

就
任
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人
長
野
県
消
防
協
会
会
長

武
井　

郁
郎

県
内
か
ら
は
、
次
の
方
々
が
受
章

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
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す
が
、
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
た
め
に
は
消
防
団
と
し
て
は

致
し
方
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
2
波
3
波
が
来
る
と
予
想
も

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
感
染
予
防

を
徹
底
し
て
、
長
野
県
消
防
協
会

役
員
の
皆
様
、
各
地
区
協
会
役
員

の
皆
様
、
そ
し
て
3
万
4
千
有
余

名
の
消
防
団
員
の
皆
様
と
心
一

つ
に
し
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
長
い
間
長
野
県
消
防

協
会
の
発
展
に
ご
尽
力
を
頂
き
、

先
日
任
期
を
終
え
ら
れ
た
評
議

員
の
皆
様
、
宮
下
前
会
長
様
、
副

会
長
様
は
じ
め
、
役
員
の
皆
様
の

益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　
消
防
関
係
者

　
春
の
叙
勲
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令和2年6月10日付

■ 長野県消防協会の新しい体制 ■

理　事

田中　康喜
（小布施町消防団長）

理　事

北原　義康
（駒ヶ根市消防団長）

副会長

渋谷　智義
（高山村消防団長）

評議員

田中　敏勝
（前須坂市消防団長）

監　事

中村　靖
（県町村会常務理事）

理　事

小宮山　泉
（坂城町消防団長）

理　事

清水　正
（下諏訪町消防団長）

副会長

清水　昌敏
（原村消防団長）

評議員

倉科　広三
（池田町消防団長）

監　事

平出　誠二
（大町市消防団長）

理　事

山﨑　佳之
（松川村消防団長）

理　事

町田　佳彦
（東御市消防団長）

副会長

吉澤　節夫
（川上村消防団長）

評議員

藤森　芳樹
（前諏訪市消防団長）

監　事

中村　収
（立科町消防団長）

理　事

米窪　潤司
（塩尻市消防団長）

理　事

青木　春美
（小諸市消防団長）

副会長

上條　博文
（松本市消防団長）

評議員

河西　満正
（元長和町消防団長）

理　事

小菅　和重
（中野市消防団長）

理　事

森本　剛士
（木曽町消防団長）

理　事

中島　公彦
（南相木村消防団長）

会　長

武井　郁郎
（千曲市消防団長）

評議員

五十嵐　幸男
（県消防協会参与会長）

理　事

中村　庄市
（長野市消防団長）

理　事

久保田　直也
（下條村消防団長）

常務理事

前沢　直隆
（長野県危機管理部消防課長）

評
議
員

役
　
員
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臨
時
理
事
会（
書
面
表
決
）

　

5
月
22
日（
金
）開
催
予
定
の
令
和
2
年

度
第
2
回
理
事
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と

な
っ
た
た
め
、
臨
時
理
事
会（
書
面
表
決
）

を
5
月
25
日（
月
）に
開
催
し
、
令
和
元
年

度
事
業
報
告
及
び
歳
入
歳
出
決
算
が
承
認

さ
れ
、
評
議
員
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
評
議
員
会
の
日

時
及
び
場
所
並
び
に
議
事
に
付
す
べ
き
事

項
、
業
務
執
行
理
事
の
職
務
代
行
順
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

定
時
評
議
員
会

　

令
和
2
年
度
定
時
評
議
員
会
を
6
月
10

日（
水
）に
、
長
野
市
の
ホ
テ
ル
犀
北
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
臨
時
理
事
会（
書
面
表

決
）に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
、
令
和
元
年

度
事
業
報
告
の
後
、
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て
説
明
、
湯
本
監
事
か
ら
監
査
結
果
の

報
告
が
あ
り
、
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
、
任
期
満
了
に
よ
る
新
し
い

評
議
員
、
理
事
、
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

第
3
回 

理
事
会

　

定
時
評
議
員
会
と
同
日
の
午
後
、
新
し

い
理
事
に
よ
る
改
選
後
初
の
理
事
会（
令

和
２
年
度
第
３
回
理
事
会
）を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
会
長
の
選
定
を
行
っ
た
結
果
、

武
井
理
事（
千
曲
市
消
防
団
長
）が
会
長

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。次
に
、
副
会
長
に
、

上
條
理
事（
松
本
市
消
防
団
長
）、
吉
澤
理

事（
川
上
村
消
防
団
長
）、
清
水
理
事（
原

村
消
防
団
長
）、
渋
谷
理
事（
高
山
村
消
防

団
長
）が
選
定
さ
れ
、
業
務
執
行
理
事
に

上
條
副
会
長
が
、
常
務
理
事
に
県
消
防
課

長
の
前
沢
理
事
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
業
務
執
行
理
事
の
職
務
代
行

順
、
参
与
の
推
薦
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
参
与
に
つ
い
て
は
宮
下
前

会
長
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
県
消
防

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
の
現
状
と
課
題
、
今
後

の
方
向
性
を
検
討
す
る
た
め
、
第
２
回

「
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
県
消
防
ラ
ッ

パ
吹
奏
大
会
あ
り
方
検
討
会
」を
6
月
10

日（
水
）長
野
市
の
ホ
テ
ル
犀
北
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
に

よ
り
、
委
員
も

変
更
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
第

1
回
検
討
会
の

検
討
結
果
の
確

認
と
今
後
の
方

向
性
等
に
つ
い

て
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

退
任
正
副
会
長
へ
の

知
事
感
謝
状
交
付
式

　

県
消
防
協
会
の

正
副
会
長
の
重

責
を
担
わ
れ
、
在

職
中
に
県
政
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た

４
名
の
皆
さ
ん
に

対
し
、
6
月
15
日

（
月
）に
阿
部
知
事

か
ら
感
謝
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

令和元年度歳入歳出決算
（平成 31年４月１日～令和２年３月３１日まで）

（単位 : 円）

Ⅰ 事業活動収支の部
　 1 事業活動収入

基本財産等運用収入 6,906,000
事業収入 6,164,334
補助金等収入 10,360,806
雑収入  3,257,443

　 事業活動収入計 26,688,583
　 2 事業活動支出

事業費支出 16,395,347
機関紙発行事業費 311,600
予防宣伝対策事業費 909,229
教養訓練事業費 9,874,620
表彰事業費 3,012,955
弔慰救済事業費 2,286,943

管理費支出 12,034,180
　 事業活動支出計 28,429,527
　 事業活動収支差額 △ 1,740,944

Ⅱ 固定資産取得支出 0

Ⅲ 特別積立預金支出 176,100

当期収支差額 △ 1,917,044
前期繰越収支差額 5,677,848
次期繰越収支差額 3,760,804

第
２
回
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

あ
り
方
検
討
会

県消防ポンプ操法大会・
県消防ラッパ吹奏大会あり方検討会

6 月 10 日（水）
退任正副会長への知事感謝状交付式

6 月 15 日（月）

第 3 回 理事会　6 月 10 日（水）

定時評議員会　6 月 10 日（水）
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退
任
さ
れ
た
、
正
副
会
長
に
退
任
の
あ

い
さ
つ
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

退
任
に
当
た
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
に
お
い
て
は
、
災
害
を
始

め
と
し
て
波
乱
の
年
で
し
た
が
、
各
団
長

の
皆
さ
ん
団
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た

だ
く
中
で
、
至
ら
な
い
点
は
多
々
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
長
野
県
消
防
協
会
を
運

営
で
き
た
こ
と
に
対
し
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
自
身
こ
の
1
年
間
で
消
防
団
の
こ
と

だ
け
で
な
く
人
生
経
験
と
し
て
も
、
良
い

学
習
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
長
野
県
内

77
団
の
運
営
方
針
や
考
え
方
、
団
の
規
模

や
地
域
と
の
取
り
組
み
な
ど
条
件
が
様
々

な
中
で
、
各
団
が
団
員
た
ち
の
安
全
管
理

や
団
の
存
続
等
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
も
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

人
は
だ
れ
か
の
考
え
方
に
共
感
す
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
同
じ
思
考
の
人
は
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
自
分
と
反
対
意
見
が
出
る

の
も
当
然
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
消
防
団
の
活
動

は
時
代
の
移
り
変
わ
り
や
自
然
災
害
の
変

化
に
よ
り
従
来
の
活
動
か
ら
さ
ら
に
前
進

し
た
活
動
内
容
の
検
討
も
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

是
非
、
皆
さ
ん
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
を
聞
き
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
経
過
の
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
団
で
出
た
結
果
が
正
し
い
答
え

だ
と
思
い
ま
す
。
何
も
考
え
な
い
こ
と
に

未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
書
い
た
内
容

も
正
し
い
か
否
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
一

人
の
O
B
の
思
い
と
い
う
こ
と
で
、
読

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
今
後
の
状
況
も
心
配
な

中
、
各
団
の
活
動
自
体
も
苦
労
し
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
体
調
に

注
意
し
て
い
た
だ
き
、
自
分
を
守
り
家
族

を
守
り
地
域
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
思

い
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

在
任
期
間
中
は
、
皆
様
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
消
防
団
の

活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。県
協
会
に
お
い
て
も
、
令
和
2
年
度
の

ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
の
大
会
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。大
会
に
向
け
た
訓
練

期
間
中
の
団
員
の
健
康
管
理
や
、
有
事
に

備
え
た
組
織
と
し
て
の
あ
り
方
を
考
え
た

時
に
、
多
く
の
理
事
の
皆
様
に
賢
明
な
判

断
を
い
た
だ
け
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
各
団
の
大
会
開
催
に
つ
い
て

の
判
断
を
、
全
国
大
会
や
、
県
大
会
開
催

可
否
の
結
果
に
委
ね
た
団
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
感
染
症
対
策
は
、
ま
さ
に
災

害
対
応
で
あ
り
、
各
団
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
を
迅
速
に
判
断
し
、
団
員
を
守
る
事

が
で
き
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
長

で
あ
り
、
ま
た
消
防
団
長
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

自
治
体
消
防
制
度
に
お
け
る
消
防
団
の

あ
り
方
を
見
つ
め
直
し
、
団
員
の
皆
様
が

安
全
に
、
そ
し
て
自
信
を
持
っ
て
活
動
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
の
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

6
月
10
日
を
も
ち
ま
し
て
、
長
野
県
消

防
協
会
副
会
長
の
任
期
を
終
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
2
年
間
に
た
く
さ

ん
の
方
に
出
会
い
、
そ
し
て
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
任
務
を
頂
き
、
得
難
い
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
喜
ん
で
お
り

ま
す
。
小
さ
な
村
の
消
防
団
長
で
は
あ
り

ま
す
が
、
長
野
県
を
、
そ
し
て
全
国
を
見

渡
し
て
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
考
え
る
時

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
全

国
の
90
万
人
の
消
防
団
員
が
時
を
同
じ

く
し
て
、
同
じ
戸
惑
い
、
悩
み
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
苦
境
で
は
あ
り
ま
す

が
、
消
防
団
活
動
の
在
り
方
を
各
団
員

が
、
各
自
治
体
消
防
団
が
改
め
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
日
本
中
の
消
防
団
員
に
感

謝
と
期
待
を
申
し
上
げ
ま
す
!

　

2
年
の
任
期
を
終
え
、
県
消
防
協
会
理

事
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
消
防
関
係
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
改
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
台
風
19
号
で
は
、
近
年
に
無
い

大
規
模
な
災
害
に
な
り
、
被
災
さ
れ
た
、

消
防
団
員
の
方
に
は
、
改
め
て
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
義
援
金
に
際
し
て
も
、

多
く
の
団
員
か
ら
ご
支
援
頂
き
ま
し
た
。

消
防
団
の
絆
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生

で
、
操
法
大
会
や
会
議
・
訓
練
が
、
中
止

に
な
る
な
ど
、
活
動
の
先
行
き
が
見
え
ず

不
安
の
中
、
最
後
の
理
事
会
も
書
面
決
議

と
、
寂
し
い
終
わ
り
方
に
な
り
ま
し
た
。

会
議
の
方
法
も
変
わ
り
、
消
防
団
活
動
も

変
わ
る
時
期
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
新

役
員
の
皆
さ
ん
に
期
待
し
ま
す
。
と
は
言

え
、
災
害
に
自
粛
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染

予
防
に
十
分
注
意
し
て
有
事
の
際
に
備
え

て
く
だ
さ
い
。

　

任
期
中
得
た
経
験
を
生
か
し
、
消
防
団

の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
微
力

な
が
ら
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
ご
多
幸
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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